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「合鴨米の圃場で児童たちが田植え体験｣（３Pに記載）



②

数
の
原
理
は
崩
壊
す
る

　

安
倍
政
権
は
数
の
論
理
に
よ
り
︑

自
分
た
ち
で
決
め
た
﹁
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
重
要
五
品
目
は
必
ず
守
る
﹂
事
も

守
ら
ず
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
反
対
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
農
協
組
織
解
体
を

も
く
ろ
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
︑
憲
法
の
解
釈
を
変
え
て
ま

で
も
安
全
保
障
関
連
法
案
（
戦
争
法

案
）
を
押
し
通
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
民
目
線
の
政
治
ど
こ
ろ
か
ア
メ
リ

カ
言
い
な
り
︑
大
企
業
本
位
の
暴
走

は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
︑
そ
の
暴
走
も
い
よ
い
よ

行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
引

き
続
く
国
民
的
な
運
動
が
︑
数
だ
け

に
頼
る
安
倍
政
権
を
崩
壊
さ
せ
る
事

と
な
る
で
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
促
進
の
Ｔ
Ｐ
Ａ
（
大
統

領
貿
易
促
進
権
限
）
法
案
、
事

実
上
の
否
決

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
大
詰
め
を
迎
え
て

い
ま
す
が
︑
そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

﹁
ア
メ
リ
カ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

で
勝
つ
た
め
に
経
済
力
を
つ
け
る
﹂

目
的
で
ア
メ
リ
カ
の
思
惑
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
︑
農
業
の
六

次
産
業
化
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
︑

農
業
生
産
法
人
の
要
件
を
緩
和
し
︑

企
業
の
農
地
所
有
も
認
め
︑
農
業
・

農
村
を
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
場
に
変
え
て
い
く
と
い
う
構
図
で

す
。

　

た
だ
︑
六
月
十
二
日
の
米
下
院
で

Ｔ
Ｐ
Ｐ
促
進
の
法
案
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ａ

法
案
が
事
実
上
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
は
︑
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も

労
働
組
合
や
環
境
団
体
︑
消
費
者
団

体
な
ど
多
く
の
団
体
が
反
対
運
動
を

展
開
し
て
お
り
︑
下
院
で
は
多
国
籍

大
企
業
の
金
の
圧
力
や
オ
バ
マ
政
権

の
締
め
付
け
よ
り
も
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｔ

Ｐ
Ａ
の
危
険
性
を
訴
え
た
反
対
運
動

の
勝
利
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
︑
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ａ
法
案
が
ど

う
な
る
の
か
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
︑

そ
の
事
に
よ
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
大

き
く
左
右
さ
れ
る
と
思
わ
れ
︑
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

農
業
所
得
・
農
業
生
産
減
少
は

農
協
の
責
任
と
い
う
農
協
改
革

　

安
倍
政
権
は
︑
農
協
改
革
を
﹁
農

業
所
得
の
増
大
の
た
め
﹂
と
言
い
ま

す
が
︑
自
民
党
農
政
は
こ
れ
ま
で
も

農
業
所
得
を
減
ら
す
政
策
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。
外
国
産
農
畜
産
物
の
輸

入
を
増
や
し
︑
国
内
農
畜
産
物
の
価

格
安
定
政
策
を
や
め
た
結
果
︑
価
格

が
低
下
し
生
産
量
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
︑
農
業
所
得
を
増
大
す
る

根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
︑
﹁
農
協
が

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で

改
革
す
べ
き
﹂
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

農
協
改
革
法
案
で
は
︑
﹁
農
業
所

得
の
増
大
﹂
と
﹁
高
い
収
益
性
﹂
を

あ
げ
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
赤
字
部
門
は
切
り
捨
て

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

公
認
会
計
士
監
査
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
︑
農
協
事
業
に
は
指
導
事
業

や
倉
庫
事
業
︑
配
送
業
務
な
ど
赤
字

と
な
る
部
門
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
︑

そ
れ
を
総
合
事
業
の
力
で
補
い
な
が

ら
経
営
を
続
け
︑
地
域
農
業
や
地
域

を
守
っ
て
い
く
と
い
う
協
同
組
合
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で

す
。

　

政
府
は
︑
農
業
・
農
村
を
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
た
め
に

邪
魔
な
農
協
の
排
除
を
始
め
て
い
る

の
で
す
。

憲
法
解
釈
変
え
て
ま
で
成
立
目

指
す
戦
争
法
案

　

数
の
原
理
で
何
と
し
て
も
採
決
を

目
指
し
て
い
る
さ
い
た
る
も
の
が

﹁
戦
争
法
案
﹂
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
︑
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
認
め
た
戦
争
法
案
の
合
憲
を

主
張
す
る
た
め
︑
四
十
三
年
前
の
政

府
見
解
ま
で
持
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
︑
こ
の
見
解
も
結
論
あ
り

き
の
こ
じ
つ
け
で
あ
り
︑
滅
茶
苦
茶

な
憲
法
解
釈
だ
と
反
論
さ
れ
︑
結
局

政
府
は
︑
根
拠
と
は
出
来
な
い
と
訂

正
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
無
法
な
戦
争
へ
の
参

戦
に
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
︑
自

衛
隊
が
参
戦
し
︑
海
外
で
武
力
行
使

を
行
う
こ
と
に
な
る
危
険
性
な
ど
︑

こ
の
戦
争
法
案
は
憲
法
違
反
だ
と
全

国
か
ら
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
安
倍
政
権
の
暴

走
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
︑
本
当
に
安

全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
日
本
と

な
る
た
め
に
今
が
正
念
場
で
す
。

暴
走
止
ま
ら
ぬ
安
倍
政
権

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣



③

ど
ろ
ま
み
れ
で
田
植
え
交
流
会

　

六
月
七
日
（
日
）︑
北
九
州
市
の

学
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
児
童
と
下
郷
農

協
が
毎
週
産
直
品
を
届
け
て
い
る
久

留
米
市
の
消
費
者
家
族
︑
下
郷
地
区

の
生
産
者
や
児
童
︑
同
Ｊ
Ａ
職
員
ら

総
勢
七
十
八
名
が
︑
合
鴨
農
法
で
米

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
協
組

合
員
の
圃
場
で
田
植
え
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
参
加
す
る
家
族
や
大
勢
の

児
童
で
圃
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

健
康
米
生
産
組
合
員
に
植
え
方
を

教
わ
り
な
が
ら
︑
思
う
よ
う
に
動
け

な
い
田
ん
ぼ
の
中
で
一
緒
に
手
で
植

え
ま
し
た
。

　

田
植
え
体
験
の
後
は
農
協
の
工
場

敷
地
内
で
︑
組
合
員
が
生
産
し
た
肉
や

野
菜
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
用
意
し
た
五
升
分
の
ご
飯
も
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
﹁
最
初
田
ん
ぼ
に
入

っ
た
時
︑
土
の
中
に
足
が
は
ま
っ
て

気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど
︑
慣
れ
た
ら

気
持
ち
よ
か
っ
た
。﹂﹁
お
肉
や
お
米

が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。﹂﹁
稲
刈

り
が
と
て
も
楽
し
み
﹂
な
ど
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
田
ん
ぼ
の
草
取
り
を
し

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も

さ
ん
も
多
い
よ
う
で
す
。

中津商工会議所より
地域消費喚起

プレミアム商品券が発売されます

第１期の販売期間は

７月４日㈯～７月８日㈬
中津市の商工会議所にて販売されます。

７月４日㈯より下郷農協でも利用できます。
みなさまのご利用お待ちしております。

中津市の商工会議所にて販売されます。中津市の商工会議所にて販売されます。
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⑤

「
こ
こ
は
下
郷
入
口
」
⑰  

霧
山
　
深
兵
衛

金
吉
・
伊
福
の
墓
は
後
藤
又
兵

衛
基
次
の
墓
か
（
そ
の
三
）

　
今
号
で
は
、
「
後
藤
又
兵
衛
は
、

本
当
に
大
坂
夏
の
陣
以
降
も
生
き
て

い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
思
え
る
諸

説
を
紹
介
し
ま
す
。

①
「
後
藤
又
兵
衛
子
左
太
郎
申
分
」

と
い
う
熊
本
大
学
所
蔵
の
『
細
川
藩

史
料
』
が
あ
る
こ
と
を
私
は
最
近
知

り
ま
し
た
。
後
藤
又
兵
衛
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
文
献
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
意
外
に
も
こ
の
文も

ん

じ

ょ書
は
あ
ま
り

引
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
文
書

の
重
要
性
や
「
細
川
藩
」
と
後
藤
又

兵
衛
の
関
係
等
は
、
後
に
詳
し
く
述

べ
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
こ
で

は
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
登
場
す
る

「
左
太
郎
」
と
は
、
後
藤
又
兵
衛
の

実
子
で
す
。
「
私
（
左
太
郎
）
は
幼

少
の
頃
ほ
う
そ
う
を
患
い
体
が
不
自

由
に
な
り
、
一
二
、
三
才
の
頃
出
家

し
、
播
州
姫
路
の
法
花
宗
西
蓮
寺
に

入
寺
し
た
。
大
坂
の
陣
が
は
じ
ま
り

父
又
兵
衛
は
大
坂
城
へ
入
る
。
父

は
新
参
者
と
し
て
人
質
が
要
求
さ

れ
、
ま
ず
母
そ
の
後
私
ま
で
人
質
と

し
て
大
坂
城
に
呼
ば
れ
た
。
又
兵
衛

は
六
日
の
昼
、
討
死
が
伝
え
ら
れ
る

が
六
日
の
晩
に
又
兵
衛
は
討
死
し
て

い
な
い
、
心
が
わ
り
し
た
と
の
風ふ

う

ぶ

ん聞

が
立
ち
、
母
と
私
は
厳
し
い
監
視
の

下
に
置
か
れ
る
。
七
日
の
昼
に
大
坂

城
が
落
城
、
そ
の
中
を
母
と
共
に
脱

出
、
後
に
泉
州
で
帰
農
す
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
以
上
の
主
旨
は
、

『
玖
珠
郡
史
談
』
第
二
十
六
号
一
九

九
一
年
発
行
・
森
山
泰
民
氏
著
「
後

藤
又
兵
衛
基
次
隠
柄
の
考
察
」
お
よ

び
熊
本
県
立
図
書
館
へ
昭
和
四
十
三

年
寄
贈
「
上
妻(

こ
う
づ
ま)

文
庫
二

五
〇
（
上
妻
博
之
氏
の
細
川
文
書
書

き
写
し
）
」
内
の
「
雑
事
・
後
藤
又

兵
衛
子
左
太
郎
申
分
」
を
参
考
に
し

て
、
著
者
が
現
代
語
に
編
集
し
ま
し

た
（
熊
本
大
学
所
蔵
の
『
細
川
藩
史

料
』
は
、
閲
覧
申
込
中
）
。
左
太
郎

の
証
言
に
よ
れ
ば
、
「
大
坂
夏
の

陣
・
道
明
寺
に
て
討
死
と
い
う
知
ら

せ
の
直
後
か
ら
、
又
兵
衛
の
生
存
説

は
大
坂
城
中
に
お
い
て
も
噂
さ
れ
て

い
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
『
筆
の
す
さ
び
』
は
、
菅か

ん

茶ち

ゃ

山ざ

ん

（
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
・
漢
詩

人
、
広
島
県
出
身
）
の
随
筆
。
弟

屋
の
二
階
の
障
子
を
開
け
て
下
の
道

路
を
見
て
い
る
人
が
い
た
。
そ
れ
が
、

な
ん
と
後
藤
基
次
で
あ
っ
た
。
立
ち

止
ま
っ
て
怪
し
ん
で
見
る
と
、
又
兵

衛
が
〝
お
互
い
に
命
あ
っ
て
、
今
思

い
が
け
ず
相
見
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
幸
せ
で
あ
る
。
早
く
通
り
す
ぎ
な

さ
い
〞
と
言
っ
て
障
子
を
閉
め
て
し

ま
っ
た
。
年
を
経
て
か
ら
、
重
成
は

こ
の
こ
と
を
子
弟
に
話
し
た
」
と
し

て
い
ま
す
。

④
『
耶
馬
溪
町
史
』
は
、
伊
福
の
墓

に
刻
ま
れ
た
碑
文
の
年
号
に
つ
い
て

「
承
応
は
元
和
三
年
の
誤
り
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
「
元
和

元
年
（
一
六
一
五
）
大
阪
（
大
坂
）

夏
の
陣
に
落
城
の
後
、
秀
頼
（
豊
臣

秀
頼
）
は
後
藤
基
次
等
究
竟
の
諸
士

に
守
ら
れ
九
州
に
逃
れ
、
薩
摩
に
お

も
む
く
途
路
に
、
山
国
中
摩
村
真
言

宗
明
円
寺
に
入
り
そ
れ
よ
り
山
国
よ

り
日
田
伏
木
村
の
石
坂
を
下
り
、
豆

田
を
過
ぎ
て
今
市
河
原
（
竹
田
河
原

か
）
に
て
後
藤
基
次
と
別
れ
、
肥
後

小
国
を
経
て
薩
摩
に
入
り
、
島
津
義

弘
に
迎
え
ら
れ
て
井
上
谷
の
新
館
に

据
す
と
い
う
。
」
と
し
て
い
ま
す
。

子
・
木
村
雅
寿
が
病
床
の
茶
山
か
ら

「
自
分
の
死
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て

も
よ
い
」
と
の
遺
言
を
も
ら
っ
て
い

た
の
で
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六

年
、
茶
山
の
没
後
九
年
）
に
書
写
編

纂
し
た
も
の
。
こ
の
中
に
又
兵
衛
生

存
説
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
有
名

で
す
。
「
後
藤
又
兵
衛
戦
死
す
と
い

ふ
偽
に
て
、
潜
に
落
失
て
豊
後
日
田

の
近か

た

は

ら側
山
中
村
に
住
す
。
筑
前
の
野

村
新
右
衛
門
と
い
ふ
は
又
兵
衛
が
聟む

こ

な
り
、
こ
れ
に
か
た
み
に
遺
せ
し
鎗

な
ど
あ
り
と
な
り
。
又
兵
衛
こ
ゝ
に

住
て
ひ
ま
を
う
か
ゞ
ひ
し
と
見
え
年

を
経
し
が
、
一
日
遠
方
に
行い

と

ま

ご

い

暇
乞
な

り
と
て
、
村
中
の
人
を
招
て
酒
な
ど

飲
せ
て
人
去
て
後
に
腹
切
り
て
死
せ

し
と
ぞ
。
大
な
る
墓
今
尚
そ
の
村
の

山
中
に
あ
る
よ
し
平
岡
玲
蔵
の
話
な

り
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
豊

後
日
田
の
近
側
山
中
村
」
と
は
、
金

吉
の
「
伊
福
」
の
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

③
『
黒
田
藩
　
吉
田
家
傳
録
（
上
）』

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
藤
又
兵
衛
の
妹
が
吉
田
重
成

（
黒
田
二
十
四
騎
の
一
人
・
吉
田
長

利
の
二
代
目
）
の
妻
で
あ
り
、
又
兵

衛
と
義
兄
弟
で
あ
る
吉
田
重
成
が
後

に
「
基
次
大
坂
に
戦
死
す
と
云
ふ
は

其
の
実
を
知
ら
ざ
る
人
の
説
な
り
」

と
子
弟
に
語
っ
た
と
い
う
も
の
で

す
。「
元
和
年
中
（
一
六
一
五
～
二

三
）
の
こ
と
、
吉
田
重
成
は
病
気
治

療
の
た
め
摂
州
有
馬
温
泉
に
来
て
い

た
。
あ
る
日
、
京
都
に
出
か
け
て
街

中
を
遊
歩
し
て
い
る
と
、
と
あ
る
町

中津城・西門跡（向かいの現在は堤食料品店
付近が後藤又兵衛屋敷跡といわれている）

又兵衛が豊臣秀頼と別れたと
される日田の今市河原



⑥

清
水
先
生
の

〝
食
の
安
心
〞
に
つ
い
て

一
言
118

の
記
事
は
先
生
が
病
気
療
養
の
為

当
分
の
間
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

2015下郷農協ギフトチラシ2015下郷農協ギフトチラシ2015下郷農協ギフトチラシ

外側

内側

夏ギフトはじまりました
お問い合せ　0120-56-2229　までお願いします。
「ふれあいの店」で、お支払いをされる方は

0979-56-2225までお願いします。



⑦

お
便
り
募
集
�

　

中
津
市
耶
馬
渓
町

大
字
大
島
二
一
五

－

四

　

下
郷
農
協　

農
協
新
聞
係
宛

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

kikaku-2@
sim
ogonokyou.or.jp

お
　
願
　
い

　
ガ
ソ
リ
ン
代
、
新
聞
代
、
ガ
ス
代

等
を
通
帳
よ
り
自
動
引
き
落
と
し
さ

れ
て
い
る
方
は
、
残
高
不
足
で
引
き

落
と
し
不
能
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
下
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

　

五
月
二
十
八
日
、
二
〇
一
五
年
度
第
二
回
定
例
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
の
で
、
議
案
お
よ
び
協
議
内
容
の
一
部
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

報 

告 

事 

項
：
監
査
機
構
決
算
監
査
並
び
に
監
事
決
算
監
査

結
果
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
品
質
評
価
報
告

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
そ
の
他

第
一
号
議
案
：
四
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
：
購
買
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
：
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
：
二
〇
一
五
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て

第
五
号
議
案
：
二
〇
一
五
年
度
「
不
祥
事
未
然
防
止
の
た
め

の
行
動
計
画
」
策
定
及
び
二
〇
一
四
年
度
取

り
組
み
結
果
（
概
要
）
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
：
そ
の
他

・
報
告
事
項
の
監
査
機
構
決
算
監
査
並
び
に
監
事
決
算
監
査

結
果
概
要
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
の
三

日
間
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
で
、
個
別
貸
倒

引
当
金
や
基
金
特
別
賦
課
金
、
減
価
償
却
費
計
上
等
の
指

摘
を
受
け
、
決
算
数
値
に
反
映
す
る
こ
と
を
報
告
、
ま
た
、

五
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三
日
間
行
わ
れ
た
監
事
決

算
監
査
で
は
、
当
該
年
度
の
事
業
内
容
及
び
今
後
の
十
ヶ

年
事
業
計
画
を
踏
ま
え
た
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
指
摘
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
品
質
評
価
報
告
に
つ
い
て
は
、

当
農
協
に
お
け
る
内
部
監
査
の
品
質
管
理
活
動
の
一
環
と

し
て
、
内
部
監
査
の
内
部
評
価
を
行
い
、
改
善
が
必
要
な

項
目
に
つ
い
て
の
改
善
計
画
書
を
理
事
会
に
報
告
し
ま
し

た
。

・
第
一
号
議
案
の
四
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
業

利
益
△
三
、
八
三
九
千
円
の
計
画
に
対
し
△
五
、
二
六
一

千
円
で
、
一
、
四
二
二
千
円
の
未
達
と
な
り
ま
し
た
。
事

業
利
益
は
計
画
対
比
で
、
収
益
部
門
の
う
ち
貸
付
一
、
一

〇
二
千
円
・
購
買
四
一
一
千
円
・
共
済
二
八
三
千
円
等
が

達
成
、
食
肉
一
、
三
七
二
千
円
・
惣
菜
六
七
五
千
円
・
診

療
所
四
一
六
千
円
等
が
未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

・
第
二
号
議
案
の
購
買
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
、
第
三
号

議
案
の
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年

度
の
各
部
門
各
品
目
ご
と
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
付
議
・

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

・
第
四
号
議
案
の
二
〇
一
五
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、

第
五
号
議
案
の
二
〇
一
五
年
度
「
不
祥
事
未
然
防
止
の
た

め
の
行
動
計
画
」
策
定
及
び
二
〇
一
四
年
度
取
り
組
み
結

果
（
概
要
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況

等
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
各
二
〇
一
五
年
度
版
に
つ
い
て

付
議
・
承
認
を
受
け
る
と
と
も
に
、
「
二
〇
一
四
年
度
の

不
祥
事
未
然
防
止
の
た
め
の
行
動
計
画
」
の
取
り
組
み
結

果
（
概
要
）
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
事
項
で
は
二
〇
一
五
年
度
事
業
計
画
（
数
値
・

案
）
一
部
再
修
正
に
つ
い
て
、
黒
豚
生
産
の
方
向
性
に
つ

い
て
概
要
を
報
告
・
説
明
し
ま
し
た
。

「ふれあいの店」より
毎月第４土曜日はポイント2倍!!

2,000円以上お買上げの方は2,000

円につきポイント２個です。

直通　℡0979-56-2225

【
人
事
異
動
】

退
職
五
月
三
十
一
日
付

　

江
渕　

耕
助
（
食
肉
加
工
部
）

　

長　
　

信
也
（
牛
乳
加
工
部
）

　

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
ま

し
た
。



⑧

下
郷
農
協

№
646

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
871‒0431  

 
 
 
 

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

︽
先
月
の
解
答
︾

2 9 1 5 7
7 3 1

4 8 3
1 2

8 9 5
5 8 6 3

4 6

4 8

解
答
は
次
号
で

︽
数
独
の
ル
ー
ル
︾

①
タ
テ
９
列
、
ヨ
コ
９
列
の
そ
れ
ぞ
れ
に
１
か
ら
９
ま

で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入
り
ま
す
。

②
太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
︵
マ
ス
は

９
つ
︶
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入

り
ま
す
。

③
従
っ
て
、
タ
テ
、
ヨ
コ
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
、
同
じ
数

字
が
重
複
し
て
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

数
独
（
す
う
ど
く
）
○207

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
一

名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
の
お
名
前
は
次
号
で
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
締
切
は
二
〇
一
五
年
七
月
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

の
数
字

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望

④　

下
郷
農
協
の
商
品
で
好
き
な
も
の

以
上
を
ご
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
︱
〇
四
三
一

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
二
一

五
︱
四

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

〇
九
七
九
︱
五
六
︱
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
社
へ
の
開
示
は
一
切
し

ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
の
こ
た
え

　

A
・
４　

B
・
８　

C
・
５　

当
選
者

　

宮
崎
県　

継
松　

敏
夫　

様

　

農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

開催日 集落名 担　　当　　者 開催日 集落名 担　　当　　者
理事および責任者 担当 理事および責任者 担当

７/22
㈬

津 留 ・ 杉 畑 三上理事・藤田 ・・・

７/23
㈭

和 泉 原 組合長・松原 ・・・
随雲寺・蕨野 金丸理事・矢﨑（愛） 松岡 山 浦 田尻理事・井上 .・・・
島 ・ 橋 本 松本 後藤 伊 福 金丸理事・松本 柳本
大 久 保 玉麻（涼） ・・・ 鎌 城 玉麻（涼） 相良
奥 の 鶴 石川理事・玉麻（伸） ・・・ 江 渕 玉麻理事・横山（眞） 桑野
鹿 熊 田尻理事・横山（親） ・・・ 一 ツ 戸 三上理事・横山（親） 中島（享）
奥 江 ・ 奥 畑 山﨑理事・中島（真） ・・・ 貞 曽 山﨑理事・柳井田 ・・・
金 吉 中 増谷 俵 黒 法 師 増谷 原口
金 吉 上 越尾 新貝 白 土 越尾 益永
上の原・親和 玉麻理事・横山（眞） 中埜 両 畑 藤田 久保
床 波 上杉（ゆ） 森山 山 移 石川理事・立花 神谷
行広・梶ヶ原 組合長・立花 ・・・

集落常会開催のお知らせ
集落常会を、下記の通り開催しますので、ご出席をお願いします。
開　催　日：₂₀₁₅年７月₂₂日㈬・₂₃日㈭
議　　　題：①第１四半期決算について
　　　　　　②各部署からのお知らせについて
　　　　　　③その他
担当役職員：下表のとおり

（注）農協の都合により、予告なく担当者の変更を行う場合があります。ご了承をお願いします。（管理部）

4 9 8 1 7 6 3 2 5
1 5 6 2 3 9 8 7 4
7 3 2 5 8 4 1 9 6
3 1 4 6 9 5 7 8 2
6 2 7 8 1 3 5 4 9
5 8 9 7 4 2 6 3 1
8 4 5 3 2 1 9 6 7
9 6 3 4 5 7 2 1 8
2 7 1 9 6 8 4 5 3

Ａ

Ｂ

Ｃ


